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第 2 章では，リチウム濃度の異なる AI-Li 2 元合金について液体から急冷凝固したときの冷却途中
における準安定相 δF 粒子の析出，時効硬化および、結晶粒度変化について調べ，かっ δr粒子の析出機構
を検討している。その結果， 2 mass%以上のリチウムを含む合金では， 10 50C/sec の冷却速度におい
ても冷却途中で準安定相を析出することを確かめている O










第 5 章では， δr粒子を転位によって切断され難くする強化法として， AI-Li合金に少量のチタンを
添加して適切な高温-低温の二段階の時効処理を施した場合に形成される複合析出物の特徴およびAl­
Li系合金の複合析出の機構について検討を加えている。その結果，高温時効によって地質と整合な準安










冷却速度が10 50C/sec以上でも， δF ソルパス以下での微細な準安定粒子が析出することを確かめてい
る。







A13 (Li , Ti) 微粒子を析出させ，さらに低温で時効を施すことにより δr 相がA13 (Li , Ti) を核として
複合析出することをはじめて見出している。また，この複合析出物の形成によって予想通り転位の平面
すべりが抑制され延性の改善がもたされることを確かめている。
以上のように，本論文はAI-Li基合金の析出硬化の機構を明らかにするとともに，析出に伴う延性の
低下を克服するための時効前の加工の効果および複合析出物の役割を明らかにしたもので，金属材料学
の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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